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October 2002 京都大学

平成14年 特別企画展

近代 日本を拓いた物理実験機器
一三高 コレクシ ョンと物理学教科書 か ら探 る一

永平幸雄

　京都大学総合博物館 に,第 三高等学校 由来 の古い

物理実験機器が628点 保管 されてい る。これ ら三高

実験機器 コレクシ ョンは,も ともとは総合 人間学部

の図書館 の地下室 に収納 されて いたが,2001年6月

に総合博物館 に移 された。総合 人問学部 に収納 され

てい た時代か ら,三 高 コレクシ ョンの調査研 究が進

め られ,そ の成果 として,2001年7月 に京都大学学

術 出版会 より,『近代 日本 と物理実験機器』(永平幸

雄 ・川合葉子[編 著])が 出版 された。こ うした長

年 にわたる調査研 究 を もとに企 画 されたのが,こ の

特別展示 である。

　三 高 コレク シ ョンの特徴 は,歴 史が古 い こと,所

蔵 点数が多 い こと,関 連古 文書が豊富 な ことにあ

り,そ の ことが三高 コ レクシ ョンを国内第一級 の物

理学 史資料 としている。実験機器保管 台帳が11冊,

保存 されていたので,多 くの実験機器 の購入年 や購

入価格,購 入先等 を明 らかにする ことがで きた。所

蔵機 器数628点 中562点 について購入年等 が判 明 し

た。また明治14年 以前 に購 入 した実験機 器が50点

も存在 し,明治初期 の実験機器が多数含 まれている

ことが明 らか となった。第三高等学校 とその前身校

の古 文書 は,総 合 人間学部図書館の三高資料 室 に豊

富 に保存 されてお り,そ れ らによって,実 験 機器の

購入経路等 をさらに詳細 に明 らかにす ることがで き

た。

　今 回の展示 では,こ れ ら三高 コ レクシ ョンの実験

機器,関 連古 文書,当 時の物理学教科 書 を展示 し

て,第 三高等学校 における物理教育 と物理学研 究の

歴史 をたど り,そ れ らを通 して,近 代 日本 にお ける

物理実験機器 の製造 と利用の歴 史を示す ことを試み

た。展示点数 は,実 験機器66点,物 理書25点,古

文書15点 である。

展示項 目を以下に列挙 した。まず,明 治以降,学

校制度の確立,物 理教育の拡大 とともに,物理実験

機器が多量 に必要 となり,実験機器の国産化を推進

するため,欧米から製造技術を学びとったことを説

明 した。ついで,第 三高等学校 とその前身校 におけ

る物理教育・研究の発展を三高 コレクションから示

した。最後に,展 示開始時点での日本のノーベル物

理学賞受賞者3名 がすべて第三高等学校出身者で

あった(今年のノーベル物理学賞受賞者の小柴昌俊

氏は第一高等学校出身)の で,第 三高等学校時代の

湯川,朝 永,江 崎を紹介 し,ま た湯川秀樹が自伝の

中で述べている実験機器を展示 した。

1.日 本の近代化 と物理実験機器製作

① 技術伝習生の欧米への派遣

② 製作技術 を学ぶ学校の設置

③ 国内の物理実験機器製造業者の成長

④ 博覧会で実験機器製作技術 を競い合 う

2,第 三高等学校の物理教育 と物理実験機器

① 明治2年 の舎密局から明治7年 の大坂外国語学校

まで

② 英語による物理教育が行われた大坂英語学校

③ 待ち望まれた高等教育機関への昇格:明 治12年

の大坂専門学校

④ 大学予備教育機関への逆戻 り:大 阪中学校

⑤ 第三高等中学校時代:明 治19-27年

⑥ 専門学校 としての第三高等学校:明 治27-30年

⑦ 第三高等学校 ・大学予科時代:明 治30年 から昭

和26年 まで
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図1.7鏡 による光の再合成器

(明治35年 購入,京 都大学総合博物館蔵)

図2.Ganot物 理 書中の 「7鏡 による光 の再合成器」

の説明図

3.ノ ーベル物理学賞 と第三高等学校

① 日本のノーベル物理学賞授賞者はすべて第三高

等学校出身

② 第三高等学校で同級生として競い合った湯川 と

朝永

③ 湯川秀樹 と物理実験

近 年の博物館 には,来 館者 が実際 に体験 し,単 に

展示物 を見 るだけで な く,展 示内容 を実感 で きる よ

うな展示 が期待 されている。本展示 では,実 験教室

と名づけて,2つ の体験 コーナー を設けた。三 高 コ

レクシ ョン中 には,今 日では もう行 われ な くなっ

た,す なわち,「 歴史 に埋 もれた実験 機器」 とで も

言 うべ き実験機器が多数含 まれてい る。それ らの中

で今 回展示 している実験機器か ら,簡 単な物理 知識

で理解で き,か つ安全で危険性の ない実験機 器の レ

プリカを5点 作成 した。「7鏡による光の再合 成器」,

「魔鏡」,「対 円錐 と斜台」,「金属反射凹鏡」,「地磁

気で電流 を起 こす装置」,「導線が磁石 に巻 き付 く装

置」 を実験教 室 に備 えた。

その一つ,「7鏡 による光の再合成器」(図1)を

ここで取 り上げ る。実験機器 の保管台帳 に,「 スペ

ク トラ色 ノ合一 ヲ示ス器」 と書かれていた もので,

第三高等学校が明治35年 に ドイツのELeybold社 か

ら39円43銭5厘 で購 入 した製品である。細 長い木

板上 に7個 の鏡が一列 に並んでい る。図2は,19世

紀後半 か ら20世 紀初頭 にか けて世 界中で人気 を博

したGanot物 理学書 の挿絵 であるが,こ の挿絵 を見

ると,こ の実験機器の使用法が よ く理解で きる。窓

の外か らス リッ トを通 して取 り入れた太陽光線 をプ

リズムで7色 にスペ ク トル分解 し,そ れぞれの色の

光 を7個 の鏡 で反射 して,天 井の1点 に集め る。す

る と,白 色光 に戻 っているこ とが わか る。白色光が

さまざまな波長 の光の集 ま りであることを示す実験

で ある。 ニュー トンは1704年 出版 の 『光学』で そ

の こ とを示 したが,ニ ュー トンの実験で は,凸 レン

ズを使 って白色光 に戻 してい た。

この装置 を使 った実験 は今 日では,も はや行 われ

ていない し,当 然,製 造販売 はされ ていない。した

が って,そ の レプ リカを作製す るには,試 行錯誤す

る しかない。業者 に製作 を依頼 したが,当 初,分 散

の小 さい クラウンガラスが使 われたために,屈 折光

のスペ ク トル幅 が小 さく,ス ペ ク トル光 が7個 の鏡

に うまく分 かれなかった。この問題 は,分 散 の大 き

いフ リン トガラス を使用 して解決 で きた。

来館者 に レプリカによる再現 実験 を楽 しんで もら

い,い ささかで も物理学の歴史 に思い を馳せ て もら

える もの と考えている。

(大阪経 済法科大学教養部教授 ・物理学 史)
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近代 日本を拓いた物理実験機器

期 間:平 成14年10月2日(水)～12月27日(金)

〈月 ・火曜 日休 館〉

開館時間:午 前9時30分 ～午後4時30分

〈入館 は午後4時 まで〉

会 場:第2企 画 展示室(南 棟2階)

ごあいさつ

総合博物館は平成13年6月 に開館 し,ま だ歴史の浅い博物館です。しかし,当 館は,京 都大学 に保存 さ

れている貴重な学術標本類を広 く社会に公開することを特に重視 し,展示に力を入れてきました。今回は,

総合人間学部で所蔵されていた物理実験機器をもとに,企 画展示 「近代 日本 を拓いた物理実験機器」を開

催 しました。

総合人間学部は,明 治2年 創設の舎密局,明 治27年 の第三高等学校を前身としてお り,非 常 に深い歴史

を持ってお ります。同学部に保存されていた実験機器は,京 都大学及び近代日本を物語 る貴重な歴史資料

です。これらの資料を観覧 し,歴 史をたどる楽 しさを味わっていただければ幸いです。

京都大学総合博物館長 瀬戸口烈司

物理 実験機器 コ レクションか ら歴史 を読 む

明治2年 の舎密局以来 の長 い歴史 を持つ京都大学 に,古 い物理 実験機器が 多量 に残 されてい ました。 こ

れ らの実験機器 は,京 都大学 の物理研究 と物理教育 の歩 みを物語 る とともに,近 代 日本の科学 と技術の成

長過程 を明 らかにする貴重 な歴 史資料 です。

今 日,日 本の工場が海外 に移転 し,産 業空洞化が進行 してい ます。そ うした中で,日 本の科学 と技術の

源流 にさかのぼって,今 一度,今 日の 日本の科学技術 を見直そ う とす る気 運が高 まって きてい ます。京都

大学 の歴 史的実験機器 は まさに,そ うした動 きに答 える ものです 。

この特 別展 示では,物 理実験機器 と物理学教科書 を もとに して,近 代 口本 にお ける物理実験機器の製作 と

研 究教育へ の利用 の歴 史 をた ど ります 。

また,歴 史的実験機 器 をもとに,今 日で は もう行 われ な くなった物理実験 の再現 を行い ま した。それ ら

の実験 を体験 し,当 時の物理教 育に思 い をはせて くだ さい。

企画・プロデュース

大阪経済法科大学 教授 永平幸雄

京都大学総合博物館 助教授 城下荘平
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京都大学総合博物館平成14年 後期公開講座

「近代 日本 の科学 ・技術 と京都大学の歴史」

平成14年10月5日,12日 に芝 蘭会館 で開催 され ました。

本講座 では,我 が国が技術 立国 とな った ことの ルー ツを探 るべ く,ど のよ うに欧米の先進技術 を取 り入れ,

あるいは,独 自の技術 開発 を行 って きたのか とい うこ とにつ いて,三 高 および京都大学 に関係す る歴史 を

た ど りなが ら明 らかに してい く。その際,三 高 コ レクシ ョン,工 学部所 蔵資料,京 都大学大学文書館所蔵の

資料等の貴重な歴史的資料 をもとに明 らかに してい く。そ して最後の講義では現在の最先端 の土木技術 につ

いて事例 をもとにわか りやす く解説す る。

10月5日(午 前 の部)第 三 高 等 学 校,京 都 大 学 一 そ のユ ニ ー クな歴 史 一

大学 文書館 助教授 西 山 伸

第三高等学校,そ して三高 と密接な関係 を持った京都大学は,い ずれも他の教育機関とは異なるユニー

クな歴史をたどった。京都大学 に保存 されている歴史資料 を使って,そ の制度的変遷を追い,両 校が近代 日

本において果た した役割 について紹介する。

10月5日(午 後 の 部)近 代 日本 と物 理 実 験機 器

大阪経 済法科大学 教授 永平幸雄

旧制第三高等学校由来の歴史的な物理実験機器 と明治・大正期の物理学教科書・実験書をもとにして,近

代日本における物理学研究・物理学教育の発展の歴史をたどる。

10月12日(午 前 の 部)京 都 大 学 の 近 代 産 業 技 術 遺 産

総合博:物館 助教授 城 下荘平

京都大学は我が国が欧米から近代産業技術 を輸入 し我が国のものとして定着させていった時期 に創設 さ

れた。京大のみならず我が国の産業技術史にとっても貴重であるその頃の京大 に残 されている資料 につい

て紹介する。

10月12日(午 後 の部)ニ ュ ー フ ロ ンテ ィア ス ペ ー ス:地 下 空 間 の利 用

大学院工学研 究科 教授 大西有三

最新技術は,地下空間の利用を飛躍的に発展 させ,都 市の地下などに様々な構造物 を作 り出 した。交通イ

ンフラとしての トンネル,エ ネルギー関係の地下大空洞,防 災施設などが構築されているので,事 例をも

とにわかりやす く解説する。
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研究 ノー ト

ア ン ドレ ・ル ロ ワ=グ ー ラ ンの 日本 留 学

山中一郎

「現代知性 の喪失」との大見出 しで,ア ン ドレ・ル

ロワ=グ ーランの1986年2月19日 の死去 を,フ ラ

ンスの有力紙であ る 『ル ・モ ン ド』は報 じた。ル ロ

ワ=グ ーランは1911年 の生 まれであ るか ら,そ の

ときはコレージュ ・ドゥ・フランスの教授 を退いて

い たが,1964年 以来毎夏続 けていたパ リ近郊のパ

ンス ヴァン遺跡(11000年 前の トナカ イの狩猟 場

趾)の 発掘調査の指揮 は,な お と りつづけ る現役 で

あった。それ に加 えて,1960年 代 に完成 をみ た旧石

器美術の研 究 もあ って,ル ロワ;グ ーラ ンは先史学

者 とみ なされていた。しか しその学 問形成 の歩みの

うえで は,レ ヴィ=ス トロース とともに構造主義人

類学 を担 った民族学者 と考 え られ もした。

ヒ トが 自然 のなかで 自然 に働 きかけることで生 の

営 みを繰 り広げて きた と考え,そ の営 みのために駆

使 した道具 と身ぶ りの総体 を 「テクニーク」と定義

す る。その テ クニー クは一 定の時 間の経 過 に とも

なって具現化 され る。それは ヒ トの行為 を構成す る

動作連鎖(chain由op6ratoire)に よって具現化 され

る といえる。この考 え方 を もって,発 掘調査 で得 ら

れたデー タか ら過去の ヒ トの行為 を読み とる作業 を

基礎 とす る,今 日の フランス先史学 のひ とつの大 き

な傾 向が成立 してい る。ルロワ=グ ー ランの発想 か

ら出発す る研 究 の進展 をみ ることがで きる。その う

えに,フ ラ ンスの哲学者 たち も,ル ロワ=グ ーラ ン

の思想 を論 じる研究集会 を開催 する に至 っている。

学校教育 こそ小学校 の4年 で終 わ らざる をえない

事情 があったにせ よ,ル ロ ワ=グ ーラ ンは,マ ルセ

ル ・モ ースの講義 を聴講 し,1930年 代 に誕生 したば

か りの民族学 の研究 に身を投 じた。パ リのエ ッフェ

ル塔のセーヌ川 を挟 んだ対岸の トロカデロの丘の上

に新 しく人類博:物館 が建 て られ,そ の 「極北 の民」

のセクシ ョンの展示 を担当す るこ とになる。そ して

展示 を見事 に仕上 げただけではな く,『 トナカイの

文明』 を1936年 に著 して,ト ナ カイ とい う自然環

境 の一部 に関わって生の営み を演 じたヒ トを時 ・空

間の軸上へ の体系化 を試 みた。その とき25歳 に し

て,研 究者 と しての確 固た る地位 を得 たのである。

そ して1937年 か ら39年 に日本 政府 奨学金留学生

と して来 日す る。専攻 は 日本 民族学であ ったが,実

は先の 「極 北の民」の展示 を仕上げ る作業 では,ル

ロワ=グ ー ランはフ ィール ドに立 つ こ とはなか っ

た。ロシア語,中 国語 は修得 してい たが,日 本語 の

勉 強 は してい なか った。テ イヤール ・ド=シ ャル ダ

ン神父が予 定 していた中国大 陸での考古学の発掘調

査 に加 わる ことになっていたが,日 本の進出のため

に中止のやむ なきに至 った。そのかわ りに 日本の土

を踏む ことになったのであるか ら,人 の運命 は分か

らない。しか しフィール ド科学 にあ っては,フ ィー

ル ドに立つ こ とが研究 者へ の道の必然 の過程 とな

る。 日本か らフラ ンスに戻 った1939年 は,ド イッ

との戦争のために研究 に没頭 することを許 さなかっ

た。とくに日本 など旧敵 国を取 り扱 う記述 は戦後 も

しばら くのあいだ禁 じられたのであるが,日 本での

勉強の成果 を見事 に結 実 させ た『人 と物質 進化 と

技術1』,「 環境 とテ クニーク 進化 と技術H』 を

1943年 と45年 に著 した。これ はその後1964年 と65

年 に,『 身ぶ りと言 葉1技 術 と言語』,『身ぶ りと

言葉H記 憶 とリズ ム』への発展 をみて,ラ イフ ・

ワークが完成 させ られ る。日本滞在 はルロワ=グ ー

ラ ンの学問形成 に極 めて大 きな役割 を担 ってい る。

ルロワ=グ ーランの歩 み については,フ ラ ンス文
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HAN; Pages oubliees sur le Japon

化省 の フィリップ ・ス リエ氏 が研究 を進 めている。

昨年秋 には京都 に見 えて,そ の概 要 を講演 して くれ

た。またルロワ=グ ーランが帰路の船 内でほぼ書 き

上 げた 「日本民族学』の原稿 は,未 亡人 と筆者 の友

人であるジ ャン=フ ランソワ・レーブル氏 の手で校

訂 されて,近 くグルノーブルのジェローム ・ミヨン

社 か ら出版 され る。書 名 はAndr6LEROI-GOUR一

(日本 につ いての

失われた頁)だ とい う。

ル ロワ=グ ーラ ンの 日本研 究 を知 ることは,彼 の

学 問形成 を理解す るのに避 け られ ないが,日 本文化

を把握 するにつ いて も大 いに資す るところがある。

「日本そば」のうちかたに通 じるだけで も,あ るい

は 「日本の農村 の行事」にだけ興味 を寄せ た と して

も,当 時の フランスでは民族学者 の列 に加わ ること

はで きた。しか しルロワ=グ ーラ ンはよ り難 しい歩

み を選択 した。「た とえ自分 自身が明 日倒 れ たと し

て も,そ の方法 で他 の誰 かが受 け継いで作業 を進め

るこ とがで きる,よ り体系化 した 日本民族学 を打 ち

立 てよう と考 えた」と語 っている。ス リエ氏や レー

ブル氏の仕事 が 出版 されるのが待 たれるのであ る。

さ らに,そ う した未定稿 のほか に,ル ロワ=グ ー ラ

ンは1000枚 を こえる 日本の写真 を残 している。未

亡 人に協力 して,筆 者が これ らの写真 を整理 して,

順次刊行 している ところである。Lθ ノαpoη四 ραr

Aη4r6LERO1-GOσRHんV1937-1939で あ り,す で に

第1巻 か ら第3巻 まで を出版 した。残 る2巻 に京都

で撮影 された写真 を収録す る予定 である。

これ らの写真 は65年 前の 日本 の姿 を伝 える貴重 な

資料 であるが,そ こにル ロワ=グ ー ランとい う民族

学者 の視点 を窺 うこ とがで き,生 きる営 み を自然 の

なかにおけるヒ トの自然へ の働 きかけであるとす る

ユ ニー クな眼 を通 した見方 を学 ぶ ことがで きる。

なお,こ れ らの写真 はCD-ROM化 して保存す る

ことにしているが,総 合博物館 にも寄贈 される。

(京都大学総合博 物館教授 ・考古学)

北海道旅行 も終 わ りに近づ いた.買 い入 れた荷物 がます ます大 きく

なっていった.1938年8月 末,北 海道 平取 町二風谷に て.
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京都大学総合博物館

夏休みサイエ ンス教室週間(第2回 目)の 開催

京都大学総合博物館 では,昨 年 に引 き続 いて,今

年 も夏休 みの終 わ り8月28日 か ら9月1日 にかけて,

「夏休 みサ イエ ンス教 室週 間」 を催 した。夏休 みの

児 童 ・生徒 を主 な対象 に した催 しは,1999年 の 「大

文字山の科学」 以来 これで4年 連続,「 夏休 みサ イ

エ ンス教 室週 間」は,昨 年 に続いて2回 目とい うこ

とになる。今 回は,従 来に も増 して館 内外 か ら多彩

な講師陣の協力 を得 る ことがで き,小 ・中学生 を中

心 に,シ ニアの皆 さん にも理系 ・文系 の内容 を楽 し

く学習 を していただける充実 したプログラムを提供

す ることがで きた。

と くに,8月30日 に一 日を使 って開催 した 「ロ

ボ ッ ト実験室」は,総 合人 間学部助教授 酒井 敏 氏

と,同 学 部講 師 北原達正 氏 の2名 が催 しの趣 旨 に

賛同 して開催 して くだ さった ものである。LEGOマ

イ ン ドス トーム基本 セ ッ トと赤外線放 射温度計 を

使 って,ロ ボ ッ トの組 み立てか らプ ログ ラム,試 験

走行 まで,す べ て参加者 自身で行 って もらった。そ

して,館 内に しつ らえた 「火星」の荒野 を走 り抜 け

て 「火 星の極 地方」にある氷冠(実 際にはかち割 り

氷)に 到 達す るとい う内容 の教 室であった。 「誰で

も簡単 にで きるわけではあ りませ んので,ち ょっぴ

り覚悟 して きて くだ さい。や る気が あれば,小 学生

高学年(5,6年 生)で もで きると思い ます。」 と募

集広告 に うたって,や る気 のある参加者 を募 った。

実際 みん な熱心 に課題 に取 り組 み,参 加者全 員が

ゴールにた どり着 けた。

また,8月31日(土)の 午前 中は,総 合博物館助手

山村亜希 氏が講師 とな って,「 江戸時代の地図」と

い うプログラムを開催 した。京都 大学 が所蔵す る多

数の江戸時代の京都の地図 を じっ くり観察 し,そ こ

には現代 の私 たちが知 っている 「正 しい」地図 とは

全 く異 なる,江 戸時代の人々が思 い描 いたイメージ

の世界が ある ことを探 った。

子供達 には,昔 の人たちが私た ちとは違 う世界観

を もっていたといって もす ぐには理解 しに くいので

あるが,こ のプログラムでは,冒 頭 で世界地図 をブ

リーハ ン ドで描 く実習 を取 り入れて,本 来客観 的で

あるはずの地 図 も実際 には,身 近 な ところは詳 し

く,そ うで ない ところはか な りいい加減 に しか理解

「ロボッ ト実験室」風景(左)と 「江戸時代の地図」(右).博 物館常設展示で京都の古地図も見学.
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していないこ とをまず参加者 に体感 して もらった。

その結果,江 戸時代の 人た ちが私た ちとは違 う京都

の地 図 を心 に描いていた ことなど,そ の後の解説が

すんな り理解 で き,好 評 であった。山村助手 のアイ

デアの賜物 である。

9月1日 の午 後には,工 学研究科教授 西 本清一 氏

が講 師 となって,中 高生 を対 象に 「光 と物質 が織 り

なす色 の科学」と題 したプロ グラム を開催 した。西

本氏 には,す でに総合博物館 で2回,科 学教室 の講

師 を務 めていただいている。ロウ ソクの科学,磁 石

の科学 な どに引 き続 き,今 回は 『色』を主題 に採 り

上 げたプログラムを開催 して くだ さった。様 々な構i

造 をもつ物 質に光 が作用 する結果,「 色』が 多様 な

姿 をとって現れ るこ とを説明 された。量子力学 に も

立ち入る高度 な内容であ ったが,美 しい色 を示す モ

ルフォチ ョウのバ ネなど身近 な題材 を使 って,わ か

りやす く解説 された。最後 に参加者 は,黒 色 の イン

クをペーパ ー ・クロマ トグラフィーで3色 の染料 に

分解 し,「 実験 を通 じて現 象 を観 察す る→何 が起

こっているかを想像す る→現象 を説明するための考

え方 を示す→その考 えを基礎 に して新 しい実験 を組

み立て る」とい う,考 え行動 する科学 の営 みの手順

の初歩 を学 んだ。

その他,8月28日 には,午 前 と午 後にそれぞれ児

童 と成人 を主な対象 とした「総合博 物館 の化 石展示

見学 ツアー」を,8月30日 の午後 には,小 学生 高学

年 を対象に「生命の進化 を探 る一三葉虫 をさわ って

「光と物質が織 りなす色の科学」講義風景

み よう」の催 しも開催 した。いずれ も大野照文が講

師 を務め る,定 番的催 しであ る。

以上,の べ6つ のプロ グラムの募集定員 は計185

名 であったが,過 去3年 の実績 もあ り,以 前 に館 の

催 しに参加 した経験 のある人 も含め た383名 の 申 し

込 みがあ って,結 果 的に192名 に参加 していただ く

こ とがで きた。毎 回のこ となが ら,こ の ような催 し

を続けて開催 してほしい とい う要望が どの プログラ

ムについ て も述べ られ る くらい,参 加者 の満足の度

合 いは高 かった。ご協力い ただい た先生方,応 募い

ただいた方 々に感謝す る とともに,今 後,さ らに館

内外 の諸先生方の協 力 を得 なが ら,京 都大学総合博

物館 ならでの質の高いプログラムを数多 く提供 して

い きたい と思 っている。

(総合博物館教授 大野照文)

夏休 みサ イエ ンス教室週 間プ ログラム

◆ 「総合博物館の化石展示見学ツアー」 生命の歴史39億 年を半 日で見る

◆ 「ロボッ ト実験室」 物体の温度をその物体に触れることなく測定する赤外線温度計を使って,

目標物に突進するロボ ットを作る

◆ 「江戸時代の地図」 江戸時代の京都の古地図を見て,江戸時代の人々が思い描いていた京都

のイメージを探す

◆ 「生命の進化 を探る一三葉虫をさわってみよう」 数億年前に三葉虫がどのような環境でどの

ように生きていたかを推理する

◆ 「光と物質が織 りなす色の科学」 簡単な実験 を通 して 『色』の本質に迫る
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ジ ュニ ア も シニ ア も楽 しめ る!総 合 博 物 館 レ クチ ャー ・シ リー ズ(Honzou-e)No.1

「畿陵島の植物 と山菜」開催報告

ニ ュース レター に もほぼ毎回紹介 してい る よう

に,京 都 大学総 合博物館 では,折 に触 れ研究 ・教育

の成果 を広 く市民 に伝 える活動 を行 ってい る。その

一環 として大学教官 による市民向けの講演会 を館 内

外 で開催 して きた。提供 され る話題 は総合博物館 の

教 官が 自ら,あ るいは学 内外の優 れた研 究者 と共 同

で行 っている研 究 に基 いている。共 同研 究,と りわ

け国際的共同研究 を可能 とす るため,総 合博物館 に

は客員研 究員 のポス トが用意 されてい る。毎年数 名

の海外 の著名な研 究者 を招 いているが,平 成14年

4月1日 か ら8月31日 にか けては,大 韓民国 慶北大
パク ジェホン

学校 自然科学大 学生物学科教授 朴 宰弘 博 士が博:物

館 に滞在 された(右 ペ ージ参照)。 先生 は植物系統

分類学 がご専 門である。

韓 国で は,科 学技 術 処 の21世 紀 ニュ ー フロ ン

テ ィア 自生植物利用 開発事業 の一環 として,『Flora

ofKorea(韓 半島綜 合植物誌)』 を編 む とい う事業が

進 んでお り,2010年 の完成 を目指 して編纂が続 け

られているが,先 生 はその指導的立場 にお られる。

そ こで一般向 けの講演 をお願 い した ところ,欝 陵 島

の植 物 につ いてお話い ただけ るこ ととな り,平 成

14年7月6日 に 「欝陵島の植物 と山菜」 とい うタイ

トルで講演会 を開催で きる運 び となった。
な か い た け の し ん

先生 は,中 井猛之進博士(1882～1952)に よる

90年 余 り前の 『朝鮮植物誌』の 出版 な どに触れ られ

なが ら,日 本人 も深 く関わった韓:国の植物研 究の歴

史をたど り,韓 半島綜合植物誌発刊事業 と韓国 にお

ける植 物分類学 の現在 の状況 を紹介 された。 そ し

て,日 本海 に浮かぶ小 さな島で あ りなが ら,他 で見

るこ とので きない31種 もの 固有種 を有す る馨 陵島

の植物相 について,沢 山のス ライ ドを使 ってわか り

やす く紹介 して くださった。

また,孤 島ゆ えに食料事情 の厳 しかった馨陵島で

は,生 活の知恵 と して様 々な植物 を山菜 として利用

す る独特 の食文化 が育 まれ たが,こ の点 につ いて

も,興 味深 いお話 をいた だい た。講演 は,流 暢 な日

本語で,ユ ーモ ア も交 え,さ らには講演の途中で こ

の 日のため にわざわ ざ畿陵島か らと りよせていただ

い た特 産の カボチ ャ飴 を振 る舞 って くださるな ど,

参加者 は楽 しみなが ら日本では初めての轡陵島の植

物誌の紹介 を聞 くことがで きた。会場 は,当 博:物館

が誇 る ミューズラボ に設定 したが,一 般 市民25名

を含 む40名 ほどの参加者 で,客 席の半円形 ベ ンチ

が ほどよ く埋 まった。ミューズラボ とい う舞台仕立

て と朴 先生 の絶妙 な話術が あいまって,普 段 にもま

して好 評 な公開講演会 となった。快 く引 き受けてい

ただい た朴先生 に心 か らお礼 を申 し上げたい。

(総合博 物館教 授 大 野照文)

ミューズラボで講演中の 朴 宰弘 先生(左 端)
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総合博:物館 客員教授(平 成14年4月1日 ～8月31日)
パク ジェホ ン

朴宰弘 博士

Dr PAK Jae-Hong

京都大学総合博物館での五 ヶ月間

　桜 の花が美 しく咲 き始 めた3月31日 に京都 に着

きま した。韓国での忙 しい生活 とは違 って,講 議 も

な く,雑 用 もな く,誰 にも邪魔 されず に自分の仕事

へ集 中で きる5ヶ 月が始 まったのです。

　 2000年9月,韓 国の科学技 術処の21世 紀 のニ ュー

フロンテ ィア自生植物利用技術開発事業が発足 しま

した。そのなか に 『韓半島総合植物誌』発刊 事業の

10年 計画があ ります。2003年 には韓半島の全ての

維管束植物 の科の記載,属 の検索表,属 の記載,種

の検索表,種 の正 しい学名,原 名,分 布の情報 など

を含 む,英 文 の 「Generic　Flora　of　Korea』 が 出版 さ

れる予定です。韓 半島の植物 を詳 しく研究 した東京

大学教授,中 井猛 之進先生 の 『Flora　of　Korea(朝 鮮

植物誌)』 が出版 されたのが1910年 です。そ のち ょ

うど100年 目に当たる2010年 には 『韓半島綜合植

物誌』の完成 を 目指 します。私が担当す る分類群 は

キ ク科 の タンポポ族(Lactuceae)と キク族(Anthe-

mideae)で,両 方合せ る と20属82分 類群 になる予

定 で した。

　 4月1日 に さっそ く,京 都大学理学部植物学教室

の先輩 でチ ング(韓 国語で 「友達」の意味)で もあ

る永益助教授 か ら総合博物館 を案内 して頂 きまし

た。私が滞在 した第2共 同研究室 は吉 田山 と大 文字

山が見 える見晴 らしが よい4階 にあ り,ひ ろびう し

た部屋です 。情報資料室 には今年亡 くな られた京都

大学名誉教授でキ ク科の権威である北村四郎先生か

ら寄贈 された,数 多 くの貴重 な文献 があ りました。

その中に北村先生御 自身が 自筆で書 き込 まれたさま

ざまな見解 を拝見で きた ことは,非 常 に印象深 く,

また大変あ りがたい ことで した。第3収 蔵室(標 本

室)に は北村先生 自身が研究 した標 本,19世 紀の終

わ りか ら20世 紀 の初め にか けて 日本 を中心 に大量

の標本 を採集 したフランス人宣教 師フォー リーの標

本,学 名 の基準 になる タイプ標 本,私 達が今行 くこ

とがで きない北朝鮮の標本 など,研 究 を進 める うえ

で不可欠な貴重 な標本がた くさん収蔵 されてお りま

した。ヨー ロッパ の植物標本館 にあ るタイプ標本 の

マ イクロ フィッシュもあ りました。

写真標本 や図書 を参考 に標本 を じっ くり観察 し,

他の研究者 らの考 えを検討 して,韓 国の タンポポ族

とキ ク族 の分類 を考察 してみ ま した。その結 果,タ

ンポポ族 のなか に13属41分 類群,キ ク族 にはll属

55分 類群 を認 める ことがで きま した。分類群 の取

り扱 いに付 いて今 まで解決の糸 口が掴めず悩 んでい

た正xe爵chfneηsf∬ubsp.ve∬ ∫colorの問題 も解 決 しそ

うな見込み もつ きました。た くさんの標本 を じっ く

りと検討 する機会 をもつこ とがで きたことで,一 番

難 しい分類群 の一つ といわれている ヨモギ属 を研 究

してみたい とい う意欲 もでて きま した。

一方
,大 野先生 のお世話 で平成14年7月6日 に総

合博:物館 の レクチ ャー シリー ズNo.1と して,「欝 陵

島の植物 と山菜 」とい う題で一般向 けの講演 も行 い

ま した。小学生5年 生 か ら82歳 のお年寄 りを含め た

25人 の一般の人 々が集 まりました。講演 が終わ っ

た後 に受 けた数多 くの質問は水準 の高 い もので,参

加者達の実力 に感激 しま した。

京都大学総合博:物館 はアジアのキクを研究する者

に とって最高の場所であることは間違いない と思 い

ます。この ような素晴 ら しい機会 を与 えていただい

た館長 をは じめ とす る関係者皆様 に深 くお礼 を申 し

上 げ ます 。

(大韓民 国慶北大学校 自然大学教授 ・植物系統分

類 学)
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6月1日

6月1日

6月7日

6月14日

6月28日

7月6日

平成14年 特別企画展 「薬 と自然誌」開催

開館1周 年記念催 し開催

第59回 教官会議

第14回 運営委員会

第14回 協議員会

レクチ ャー ・シリーズNo.1「 欝陵島の植

物 と山菜」 開催

7月12日 第60回 教官会議

7月27日 ・8月3日 第11回 公開講座 「薬 と自然誌」

8月28日 ～9月1日

夏休みサ イエ ンス教室週間(第2回)開 催

8月31日 外国 人研 究員 朴 宰弘(大 韓民 国・慶北大

学校 自然科学大学生物学科教授)帰 国

9月1日 外国人研 究員 サ 恵沫(大 韓民 国・忠南大

学校 自然科 学大学 地質学科教授)来 学

9月1日 平成14年 特別企画展 「薬 と自然誌」終了

9月6日 第61回 教官会議

表 紙

輝 安鉱(stibnite,Antimonit)Sb2S3斜 方晶系(写 真 の標本 の長 さ約27cm)

もとは農学部に所蔵 されていた。総合博物館発足後 ま もな く,直 前 まで農学部 に所属 の中坊教授 に導か

れ,農 学 部のプ レハ ブづ くりの収蔵庫 の地学標本調査 を した折 りに再発 見。 日本各地の鉱 山よ り産 出の鉱

物標 本群の一つ。

愛媛県市 ノ川鉱 山産で,伊 藤 貞市 ・桜井欽一(改 編)の 「日本鑛物誌上巻』(1947,中 文館書店)に は,

「結 晶片岩中の石英脈 よ り産出す」 とある。明治14年 か ら明治15年 にかけては,と りわけ大 きな結晶 を多

産,世 界の著名な博:物館 に市 ノ川の輝安鉱 と して収蔵 ・展示 されている。

農学部か ら発 見 された 日本産鉱物標 本は総 計400点 を超 え,今 はすべ て閉山 して しまった鉱 山か らの美

品揃いで,一 級 の学術 的価値 を有す るコ レクシ ョンで ある。現在学 内外 の協力 を得て,整 理 を行 ってい る。

鉱物 は,農 の礎 た る土壌 の:重要 な構 成要素であ る。そ の教育 に資す るす るため に,第 一級の鉱物標本群

が整備 されたのであろ う。やがて80周 年を迎 える農学部,そ の創設 当時 の教育 に対す る意気込 みを今 に伝

えるコレクシ ョンで もあ る。

(文責:大 野照文)
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